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ー「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」のイメージ図 ー

コンパクトシティ・プラス・ネットワークのコンパクトシティ・プラス・ネットワークの
まちづくりまちづくり

立地適正化計画に取り組んでいます立地適正化計画に取り組んでいます
都市計画課都市計画係　　☎（63）2209都市計画課都市計画係　　☎（63）2209

　現在、鹿沼市では、市が抱える課題に対応し、将来にわたって持続可能なまちづくりを進めるため　現在、鹿沼市では、市が抱える課題に対応し、将来にわたって持続可能なまちづくりを進めるため
「鹿沼市立地適正化計画」を策定・公表しています。「鹿沼市立地適正化計画」を策定・公表しています。
　今回は、立地適正化計画の基本的な考え方となっている、コンパクトシティ・プラス・ネットワー　今回は、立地適正化計画の基本的な考え方となっている、コンパクトシティ・プラス・ネットワー
クの考え方について解説します。クの考え方について解説します。

立
地
適
正
化
計
画
と
は
？

　

立
地
適
正
化
計
画
は
、「
都
市
再
生
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
く
計
画
で
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
中
で
も
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
、
居
住
機
能
や
医
療
や
福
祉
・
商
業
な
ど

の
都
市
機
能
の
誘
導
、
公
共
交
通
の
充
実
に
よ

っ
て
「
ま
ち
の
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま

り
、
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
い
」
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
が
抱
え
る
課
題

◆
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行

◆
市
街
地
の
拡
散
に
よ
る
人
口
の
低
密
度
化
や

空
き
家
の
増
加

◆
厳
し
い
財
政
状
況

こ
の
ま
ま
だ
と

　

人
口
減
少
と
と
も
に
、
人
口
密
度
も
低
下

し
、
市
全
域
が
衰
退
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
都
市
の
生
活
を
支
え
る
機
能
が
低
下
し
て
い

き
ま
す

　
道
路
や
上
下
水
等
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
、
医

療
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
・
商
業
等
の
生
活

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
維
持
に
対
す
る
懸
念

◆
地
域
経
済
が
衰
退
し
て
い
き
ま
す

　
地
域
産
業
の
停
滞
や
中
心
市
街
地
の
衰
退

そ
こ
で

　
ま
ち
の
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
り
交

通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
い「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

拠点間を結ぶ
公共交通サービスの

充実

拠点エリアへの
生活サービス施設の

集約や誘導

拠点間を結ぶ
道路等インフラの

維持

コンパクトシティ ネットワークプラス

　拠点と位置づけた、中心市街地、生活
交流、地域生活、工業系・流通系市街地
をコンパクトにまとめる。

　拠点間を、道路や公共交通等によって
結び、相互の連携を図る。

公共交通沿線等への
居住の誘導
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食
　
育

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
鹿
沼

採
用
試
験
／

包
括
連
携

立
地
適
正
化
計
画

企
業
支
援

空
き
家
／

フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
民
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
健
康

お
知
ら
せ

立
地
適
正
化
計
画

教
え
て
！

　

 

立
地
適
正
化
計
画

区
域
内
で
生
活
す
る
と

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

　
事
業
所
等
が
出
店
す
る
際
に
、
補

助
金
の
限
度
額
が
優
遇
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
詳
し
く
は
、
Ｐ
８	

2
創
業
者
支
援
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

郊
外
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
ま
ち

な
か
に
引
っ
越
さ
な
い
と
い
け
な

い
の
？

　
今
住
ん
で
い
る
場
所
が
「
居
住
促

進
区
域
」
外
で
あ
っ
て
も
、
引
っ
越

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　
こ
の
計
画
は
、
促
進
区
域
外
で
の

暮
ら
し
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
住
ま
い
を
見
直
す
な
ど
生

活
環
境
を
変
え
る
際
に
は
、
こ
の
計

画
で
示
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

意
識
し
て
、
居
住
地
に
つ
い
て
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

人口密度や日常生活を支える
身近な施設を維持するエリア

左図のエリアの中でも、まちの拠点として、多くの市
民の利用が想定される施設を維持・誘導するエリア

立地適正化計画では、市内で２つの誘導区域を設定しています
居住促進区域（居住誘導区域） 都市機能誘導区域

中心部地区
＜維持・誘導施設＞

・病院　　・図書館
・百貨店　・情報センター
・市役所　・美術館・博物館

等

鹿沼駅周辺地区
＜誘導施設＞
・病院　

ご
存
知
で
す
か
？

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
連
携
協
定

　

市
で
は
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と

「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
令
和
３
年
12
月
に
締
結
し

て
い
ま
す
。

　

銀
座
通
り
の
空
き
店
舗
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
「kanum

a	
com

m
ons

」
を
整
備
し
、
民
間

事
業
者
や
行
政
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
ア
イ
デ
ア
の
共

有
や
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。


